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資源循環・廃棄物担当の取り組み概要（ホームページから）
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*現状の確認
現場調査 ➝ 応急措置

*廃棄物の分析（汚染ポテンシャルの把握）
含有量試験

溶出試験 分析方法の選択

ガス分析

*対策の立案
処理・処分・保管方法

分析の需要
行政検査 ＞ 研究業務
・定例的な検査 ・フィールド調査方法
・緊急対応等 ・室内実験
・不定期の調査 ・ラボでの分析方法



Sample1 外 Sample1 内

Sample2 Sample3

Sample4 Sample5

フレコンバックに入った粉末、塊状物

含有量分析とガス分析が必要になった事例ー１

Sample Name  ①  ②  ③  ④  ⑤

pH 8.78 8.60 8.24 8.62 8.73

EC(mS/m) 449 723 136 715 1393

Cd <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Pb 0.06 0.45 <0.01 0.21 0.05

As <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Se <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

B 4.22 <0.05 1.06 <0.05 <0.05

Cl
－ 1300 2200 340 2100 4500

NO2
-

3 2 <1 <1 2

Br
-

<1 <1 3 <1 1

NO3
- 42 7 <1 <1 13

PO4
3-

<1 <1 <1 <1 <1

SO4
2- 64 24 6 55 64

Na+ 840 1300 100 940 2100

NH4
+ 22 64 47 34 180

K
+ 130 340 66 810 1200

Ca
2+ 5 8 51 12 24

Mg2+ 3 2 9 7 7

Cu <0.01 <0.01 <0.01 0.31 <0.01

Zn <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Cr <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Ni <0.01 <0.01 <0.01 0.47 <0.01

Fe <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

Mn <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

Al 1.0 1.7 0.63 0.22 <0.05

Co <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

V <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Mo 0.16 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

溶出試験結果 mg/L  (pH, EC以外)

pH 弱アルカリ
EC    高め
Cl- , Na+     高い
重金属 一部 Pb

値だけを見ると
焼却残渣？

溶出試験をしてみると・・・



蛍光Ｘ線による簡易定量分析結果
%

含有量分析してみると・・・

Al が異常に多い。アルミ残灰。

Sample① Sample② Sample③ Sample④ Sample⑤

F 1.17 0.40 0.15 1.41 0.75

Na2O 2.75 2.63 0.25 3.11 4.94

MgO 4.76 2.83 3.46 6.46 5.17

Al2O3 75.41 82.34 89.87 71.96 67.00

SiO2 7.59 3.52 1.60 4.85 4.36

P2O5 0.29 0.12 0.23 0.06 0.11

SO3 0.42 0.28 0.24 0.35 0.43

Cl 1.64 3.53 0.75 5.24 8.31

K2O 0.65 0.87 0.16 2.66 2.85

CaO 1.13 0.67 0.93 0.83 1.21

TiO2 0.85 0.46 0.34 0.97 0.67

Cr2O3 0.14 0.04 0.02 0.08 0.07

MnO 0.27 0.17 0.14 0.18 0.27

Fe2O3 1.73 0.13 1.25 0.97 1.72

NiO 0.04 0.03 0.01 0.05 0.05

CuO 0.45 0.40 0.30 0.46 0.58
ZnO 0.54 0.27 0.13 0.19 1.36

Ga2O3 0.0068 0.0042 0.0054 0.0077

Br 0.010 0.004
SrO 0.046 0.018 0.009 0.026 0.018

ZrO2 0.019 0.007 0.004 0.025 0.013

SnO2 0.058 0.096 0.018

BaO 0.058 0.068 0.063
PbO 0.021 0.027 0.040 0.023 0.032

水と反応
してアン
モニアガ
ス噴出

水を排除
しながら
酸性土壌
で覆土

応急対策

ボーリング
してガス抜
き管設置

ガストラッ
プ

周辺に観測
井戸

ガス発生の終息を待って、物理探査で
一を特定し、掘削除去



1L アル
ミバツク

ガス
測定

アルミ
残灰

採取したアルミ残灰をガラス容器
に密閉してガスを測定

アルミ残灰からのアンモニアガス発生実験

安全な処理の選択
・保管方法
・薬剤処理等の評価にも有用



含有量分析とガス分析が必要になった事例ー２
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SO4 ／乾物

μg/g
被害枯葉Ⅰ 純水 1100

被害枯葉Ⅱ (100+1)H2O2水溶液 1000

対照生葉Ⅰ 純水 64

対照生葉Ⅱ (100+1)H2O2水溶液 81

ケヤキの葉 抽出溶液

風向

1m G:<0.2ppm H:<0.2ppm I:<0.2ppm 脇

脇 ⑥:<0.2ppm ⑦<0.2ppm １ｍ ２ｍ 7.5m

車道   ①:7ppm

トレーラー 　②:  　⑧:4.2ppm   ⑨:0.3ppm

　　>2000ppm

脇 ⑤:1.8ppm ④:2ppm ③:8-9ppm

歩道 １ｍ E:<0.2ppm C:1.2ppm A:2.1ppm 3.5m
２ｍ F:<0.2ppm D:0.3ppm B:0.4ppm

用水路

溶出試験結果

枯れ葉の分析結果

周辺のガス測定結果 処理

硫黄の蛍光Ｘ線強度



硫酸ピッチ入りタンクの油処理方法検討

採取容器内のヘッドスペースガス
亜硫酸ガス濃度 7% 22.3℃ 検知管法（5H）による。

① 油からの亜硫酸ガス発生（図１）
100mL三角フラスコに図１のようにアルミガスバックとコックを取り付ける。
油試料10mLを三角フラスコに取り、時間経過とガス濃度の関係を調べた。

温度測定

SO2濃度 気温 ガス濃度測定

投入直後 1.5% 22.6℃ 消石灰液

30分後 6.0% 22.4℃
1時間後 6.0% 22.5℃
3時間後 7.5% 21.6℃
5時間後 7.0% 22.2℃

図１　ガス発生 図２　中和（スラリー）

ただし、10mLづつ吸引しているため、バックか
ら流入した空気により希釈されている。

油を回収容器（ドラム缶）に入れたとたん
に1.5%もの高濃度の亜硫酸ガスで容器内
が満たされる。

ラボでの簡易実験
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二硫化硫黄濃度

(ppm)
作用

0.1 - 1

臭気を感じる

[環境基準：0.04ppm/日平均]

[0.1ppm/時 超えてはならない]

2-3 刺激臭となり不快臭を覚える

5-10 鼻やのどに刺激があり、せきがでる

20 目に刺激を感じ、せきがひどくなる

30-40 呼吸が困難になる

50-100 短時間（0.5-1時間）耐えうる限界

400-500 単時間で生命危険

SO2ガス：水に易溶性 SO2 + H2O → H2SO3 →H2SO4

毒性：上部気道で吸収されやすい→鼻粘膜、咽頭、
喉頭、気管・気管支の上部気道を刺激する。

硫酸ピッチ

• 廃硫酸と廃炭化水素油との混合
物で著しい腐食性（pH2.0以
下）を有するもの

• A重油と灯油に含まれる識別剤
（クマリン）を濃硫酸で除去し
不正軽油を製造した際に発生す
る複生成物

• 強毒性、腐食性が高い

• 皮膚炎症、失明の恐れ

• 亜硫酸ガスの発生による気管や
肺への影響

指定有害廃棄物



投棄、あるいは放置されたドラム缶

オープンした際に揮発性成分が発生する場合があるため、すぐにふたをで
きるようにするとともに、風向きに注意し、避難経路を確保する。火気はもちろ
ん厳禁である。

内部が油層、水層
に分離している例
がある。ガラス管等
を挿入して確認す
る。

ガス検知管により、
揮発成分の測定を
行う。臭いも参考
になるが、有害ガ
スに注意

ドラム缶オープナーの使用：
専用器具、バール等

ドラム缶用採取器具：縦長小型ひしゃく、ガラス管
音による内部の推定

その他



廃油の引火点測定

引火点測定装置（写真左：セタ式、右：タグ密閉式）

特別管理産業廃棄物の廃油は、揮発油類、灯油類、軽油類である

これらはいずれも消防法で定める第４類の引火性液体に当たり、揮発油類は第１石油類で引火点が１気圧で２
１℃未満、灯油類、軽油類は引火点が１気圧で２１℃以上７０℃未満であることから、引火点が７０℃未満の廃油
類が特別管理産業廃棄物の目安であるといえる。

廃油試料は、低沸点成分が揮散しない密閉容器に採取、保冷して搬送



* 埋立地等のガス測定

検知管
* 硫化水素

* 亜硫酸ガス

* アンモニア

ガスフラックスの測定：閉鎖型チャンバー法

ガス検知器
酸素 (O2)
一酸化炭素 (CO)
硫化水素 (H2S)
メタン (CH4)
二酸化炭素(CO2)

P

コック付きガスバッグ

断面積A
チャンバー内高さh

盛土によるガス交換遮断

図3 閉鎖型チャンバー断面

PP

コック付きガスバッグ

断面積A
チャンバー内高さh

盛土によるガス交換遮断

図3 閉鎖型チャンバー断面

発生ガスが溜まる

ガスを
採取

P

コック付きガスバッグ

断面積A
チャンバー内高さh

盛土によるガス交換遮断

図3 閉鎖型チャンバー断面

PP

コック付きガスバッグ

断面積A
チャンバー内高さh

盛土によるガス交換遮断

図3 閉鎖型チャンバー断面

発生ガスが溜まる

ガスを
採取



A

B

C
D

D-2

敷地境界モニタリングポイント

*

ガスモニタリング
敷地境界 周辺影響
観測井戸 内部の状況確認
表面 環境への放出

内部温度、水位



*
*分析は安全な廃棄物処理・処分には不可欠
*不明な廃棄物には、多角的アプローチが必要な
場合がある。

*状況に応じた精度とスピードを考慮する必要が
ある。

➝ 分析方法の選択が重要


